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「安全・安心」、「社会への発信」各コーナーへの寄稿協力依頼について 
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拝啓 時下ますますご清祥のことお慶び申し上げます。 

平素より広報委員会活動に対し格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

月刊「技術士」の①「安全・安心」コーナー、②「社会への発信」コーナーにつきましては、

昨年（平成 28 年）10 月に寄稿協力をお願いしました。おかげさまで各号での記事掲載が維持・

継続されており、各方面の皆様のご協力に感謝申し上げます。 

今後も引き続き、紙面の充実を図っていく必要があります。つきましては、再度ここに貴組織

から執筆・寄稿いただける方の推薦をお願いいたします。多くの会員諸氏のご推薦を期待してい

ます。 

 なお、①の「社会生活の安全・安心を脅かす危険脅威の回避・軽減に資する科学技術を分かり

やすく紹介する」、②の「会員各位の技術士としてのボランティア活動や地域活動等について情報

発信する」という主旨はこれまでと同様です。各地域、各部門での技術や活動について、月刊「技

術士」を通じて会員の皆様への紹介を継続していきたいと願っております。 

 

 連絡先：広報委員 永井 和典（ k-nagai@kawamoto-ind.co.jp ） 

  連絡内容：執筆者名、部門、連絡先メールアドレス、タイトル（仮題でも可）、コーナーの別 

  第 1 次ご紹介期限：11 月 30 日（木）（ただし、以降も随時受け付けます） 

 

 何とぞ、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

敬具 

－ 付記 － 

 

ご寄稿いただくにあたり、下記の点をご了承ください。 

(1) ご推薦いただいた執筆者には、執筆要領を送付します。 

(2) 原稿は、「安全・安心」コーナーは 4 ページ、「社会への発信」コーナーは 2 ページまたは 4

ページの構成とします。 

(3) 執筆者と担当広報委員の打合せ等は、適宜メールにて実施します。 

(4) 掲載は、平成 30 年 7 月号前後からの予定です。 

(5) 原稿は、掲載号の約 4 か月前に提出してください（その後、編集作業を実施します）。 

 

※ 寄稿される方は、送付時に CC で近畿本部にもご送付ください。 

日本技術士会 近畿本部 pe@ipej-knk.jp 

以上 


